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ポ リープ型 を呈 した男子傍尿道口嚢腫の1例
後藤泌尿器科皮膚科医院(院長:後藤康文)
川村 繁美,後 藤 康樹,後 藤 康文
A CASE OF POLYPOID FORM OF PARAMEATAL URETHRAL CYST 
          Shigemi KAWAMURA, Yasuki  GOTO and Yasufumi  GoTo 
              From the Goto Urologic and Dermatological Clinic
   A 45-year-old man first noticed a soft tumor on his left lip of the urethral meatus at the age of 15. 
The lesion had gradually been increasing in size during the last 10 years. 
   He presented to our clinic with division of urinary stream which hadbeen persisting for about nine 
months. The tumor was resected, and histopathological examination revealed that it was a mucous 
cyst. The cyst had an outer wall of stratified squamous epithelium and an inner wall of stratified 
columnar epithelium. Since the inner wall was covered with epithelium originating from the urethral 
mucosa nd the lesion was located outside the urethral meatus, a diagnosis of parameatal urethral cyst 
was made. Recently, parameatal urethral cyst has rarely been reported since it is often clinically in 
significant and remains asymptomatic. In our patient, the tumor showed polyploid growth and 
caused ifficulty in urination. The mechanism of its development is considered based on a review of 
the literature. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 46: 911-914, 2000) 
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緒 言
男子傍尿道 口嚢腫 の臨床的意義 は少 な く,無 症状に
経過す ることが多いため文献的報告 は稀少である.今
回,排 尿異常 を訴 え来院 した1例 を経験 したので文献









家族 歴:25歳で 結婚,2児 を もうけ る.現 在,離
婚.
現病歴:15歳頃 より外尿道 口の腫瘤 に気付いていた
が放 置 して いた.約10年 前 よ り同腫 瘤が徐 々に増大
し,1998年初旬 よ り尿線 の散乱が著明 とな ったため同
年9月8日,初 診 した.
現症:外 尿道 口,口 唇部 よ り懸 垂す る約1×1cm
大,ほ ぼ球形の透光性 のある腫瘤 を認 めた(Fig.la).
外尿 道口を指で開口 した ところ腫瘤茎部 は外尿道 口左






お よび陰 茎亀 頭上皮 と連続 してお り境界 は不明瞭 で
あった(Fig.lb).
手術所見:同 日,局 所麻酔下 に外尿道 口の腫瘤 茎部
の皮膚 を円弧状 に切開 し腫瘤 を摘 出 した(Fig.2a).
腫瘤 内は無色透 明な粘液で満 たされていた.
腫瘤割面の内面 を被 う上皮 は平滑で,毛 髪あ るいは
腫瘍 などは認め られ なか った(Fig,2b).
病理組織 学的所見:腫 瘤壁の内面 を被 う上皮は重層
円柱上皮 で一 部 に粘液 産生細胞 お よび粘液腺 を認め
た.腫 瘤外壁 は重層扁平上皮 に被われてお り,亀 頭部
の上皮 に連続 していた.以 上 よ り組織学的に粘 液嚢腫
(mucoidcyst)と診断 した(Fig.3a,b).
術後経過:術 後10日目,外 尿道口左側縁は廠痕 によ
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る.著 者 らが検索 しえたかぎ りで は1984年,中目 ら2)
が本邦32例を集計 し,そ の後,1986年に吉 田ら3)が3
例 を報告 したのみで 自験例 は36例目にあ たる.1990
年,窪 田 ら4)は本症 を発生部位 に よ り1)外 尿 道 口唇
部,2)包 皮小帯部,3)包 皮縫線部,4)陰 茎縫線部,
5)陰嚢縫線部,6)会 陰縫線部 の6型 に分類 し,検 討
している.最 も頻度 の多 いものは 自験例 の尿道 口唇部
嚢腫であ り,包 皮縫線部嚢腫 と併せる と70%以上 を占
めている.
一方,1986年,吉田 ら3)は傍 尿道 口嚢腫 をその形態
か ら凸状 形(convexform)とポ リー プ状 形(poly-
poidform)の2型に分類 した.こ れに したがい本邦
報告36例を分類す ると凸状形,10例,ポ リープ状形,
9例で表記 のない不明例 は17例で あった.自 験例 はポ
リープ状形 を呈 した傍尿道口嚢腫 の本邦報告9例 目に
あたる・ また9例 中.最 も高齢 でかつ大 きくヂ排尿異
常 を呈 した点は希有 な1例 である.一 方,こ れまで こ
れ ら2型 の形態 の発生の相違 について検討 した報告 は
ない・そ こで嚢腫 の大 きさ,嚢 腫内面 を覆 う組織型 ,
川村,ほ か:傍 尿道口嚢腫 ポ リープ状型 913
Tablel.Casesofpolypoidandconvexf()rmparameatalurethralcystinJapan
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619659小 指 頭 大polypoid
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